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1 一級河川 「鹿乗川」改修促進に関する要望書

平素は、一級河川「鹿乗川」の改修促進に御尽力をいただきまして、

誠にありがとうございます。また、令和４年度第２次補正予算及び令

和５年度当初予算におきましても、鹿乗川の治水対策河川事業につい

て格別の御支援を賜り厚く御礼申し上げます。

鹿乗川は、その源を岡崎市北野町の水田地帯に発し、矢作川右岸の

低地を南流し、途中、安城市内で碧海台地を流下してきた右支川西鹿

乗川を合流させ、碧南市境で矢作川に合流する、流域面積約44.36 ㎢、

流路延長約16km の一級河川です。

愛知県事業として、昭和63 年から進められている中小河川改良事

業のほか、平成12年の東海（恵南）豪雨及び平成20 年８月末豪雨を受

け、岡崎市内の上流区間及び安城市内の下流区間について、床上浸水

対策特別緊急事業等により重点的かつ緊急的な河川改修を行って頂き

ました。現在は、本川の狭窄部でありますＪＲ東海道本線交差部の拡

幅工事が完成し、当地区の治水安全度が向上したことに、大変感謝を

申し上げます。

しかしながら、流域では都市化の進展に伴い保水力や遊水機能が低

下する一方、現況の流下能力が整備計画に対して大きく下回っている

ため、近年各地で多発する集中豪雨による再度災害への不安が払拭さ

れていないことも事実であります。このため、更なる河川改修の促進

が必要であることから、河川整備計画に沿った下懸橋から西鹿乗川合

流点までの鹿乗川本川の改修の促進をよろしくお願いいたします。
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また、流域でも特に都市化が進む鹿乗川上流区域については、依然

として浸水被害や主要幹線の「国道１号」はじめ周辺では道路冠水が

発生しており、上流の未改修区間及び支川である西鹿乗川の改修促進

につきましても重ねて要望いたします。今後とも激甚化する水害に対

応するため、改修事業促進に必要・十分な予算を確保するようお願い

申し上げます。

令和５年７月１１日

鹿乗川河川改修促進期成同盟会

会長 岡崎市長 中 根 康 浩

鹿乗川河川改修促進期成同盟会

会 長 岡 崎 市 長 中 根 康 浩

副 会 長 安 城 市 長 三 星 元 人
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２ 重点要望事項

「矢作川流域治水プロジェクト」による事前防災・減災対

策の促進

１ 河川整備計画に沿った鹿乗川改修の促進

・西鹿乗川合流点までの早期改修 （安城市）

２ 鹿乗川上流未改修区間の改修の促進

・主要地方道岡崎西尾線交差部下河田橋（13.8ｋ）から

赤池支川（15.2ｋ）までの早期改修 （岡崎市）
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３ 鹿乗川改修促進要望箇所図

凡 例

■ 改修要望区間

■ 重点要望(岡崎市)

■ 重点要望(安城市)

■ 改修済区間

■ 流域界

床上事業（下流）
Ｌ＝1.0km

下懸橋

床上事業（上流）
Ｌ＝0.8km

重点要望（岡崎市）

重点要望（安城市）
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４ 構成市の声

本川狭窄部であるＪＲ東海道本線の交差部拡幅

工事が完成し、大変感謝を申し上げます。

今後は上下流のバランスを考慮し、更に上流未改

修区間である名鉄名古屋本線までの早期改修をお

願いします。

本市は、平成 12 年の東海（恵南）豪雨、平成 20

年８月末豪雨では多くの浸水被害が発生しました。

近年、時間雨量 50 ㎜を上回る短時間降雨の発生件数の増加や総雨量

1,000 ㎜を超える大雨も頻発する等、豪雨や台風などの水災害は激し

さを増す一方です。

上流の国道１号や周辺の市街地では大雨の度に水害に悩まされる

状況が続いておりますので、市民が安心して暮らせる環境整備を心

からお願い申し上げます。

◆赤池支川までの早期改修部分（岡崎市）

岡 崎 市 長

床上浸水対策特別

緊急事業改修済

下河田橋

▶下河田橋から上流を望む

（岡崎市筒針町地内）

重点要望区間
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一級河川鹿乗川は、安城市域の中でも浸水被害

の大きい安城東部地域の市街化区域を流域とする

河川です。その被害は、家屋浸水が平成 12 年の東

海豪雨において 119 戸、平成 20 年８月末豪雨で 21

戸発生しています。

今後も、集中豪雨の増加、市街化の進展により浸

水被害の拡大が予想されますので、引き続き下懸

橋から西鹿乗川合流点までの早期改修をお願いし

ます。

◆西鹿乗川までの早期改修部分（安城市）

重点要望区間

改修済

下懸橋

▶下懸橋上空付近から下流を

望む（安城市小川町地内）

安 城 市 長
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５ 平成１２年東海（恵南）豪雨の状況

上流（岡崎市）

鹿乗川（岡崎市 ＪＲ西岡崎駅周辺）

下流（安城市）

西鹿乗川流域（安城市 安城町地内）

ＪＲ西岡崎駅 ＪＲ東海道本線

矢作川

鹿乗川

ＪＲ西岡崎駅

ＪＲ東海道本線
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６ 平成２０年８月末豪雨の状況

上流（岡崎市）

鹿乗川（岡崎市大和町周辺） 鹿乗川（岡崎市筒針町地内）

下流（安城市）

西鹿乗川（安城市上条町地内） 西鹿乗川（安城市安城町、上条町地内）

ＪＲ東海道本線

宅地浸水

被害箇所

ＪＲ西岡崎駅

矢作川

鹿乗川
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７ 近年の被害状況

上流（岡崎市）

令和５年６月台風第２号に伴う豪雨
鹿乗川流域（国道１号猫田交差点（岡崎市矢作町地内））

下流（安城市）

令和５年６月台風第２号に伴う豪雨
鹿乗川流域（安城市小川町地内）
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８ 鹿乗川床上浸水対策特別緊急事業実施後

上流（岡崎市）

下川田橋から上流を望む（岡崎市大和町地内）

下流（安城市）

岩根上橋から下流を望む（安城市小川町地内）
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９ 河川改修の効果 ～安全性の向上～

⦿昭和６３年度より下流から河川改修に着手し、住民の安全と安心を確保することで鹿乗

川流域の住宅開発やほ場整備が進んだ。

⦿河川改修実施前と比較すると、岡崎市は３０.７％、安城市は４１.３％の人口増となって

おり、特に上流部沿川は宅地化が進み、沿川地区の人口も増加を続けている。

133,059
142,165

149,460
158,744

170,151
178,691 184,140 187,990

昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年

安城市の人口の推移

294,406
316,334 332,136 345,997

363,807 372,357 381,051 384,654

昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年

岡崎市の人口の推移

３０.７％
(９０,２４８人)
人口増加

河
川
改
修
開
始

（
Ｓ
６
３
）

床
上
事
業
完
了

（
Ｈ
２
７
）

出典：昭和６０～平令和２年 国勢調査（１０月１日現在）

▼ＪＲ西岡崎駅（岡崎市昭和町）周辺の変遷
昭和５６年１１月 平成４年４月 平成２４年３月

ＪＲ西岡崎駅
（昭和６３年３月開業）

ＪＲ西岡崎駅
（昭和６３年３月開業）

鹿乗川 鹿乗川鹿乗川

単位：人

４１.３％
(５４,９３１人)
人口増加

単位：人河
川
改
修
開
始

（
Ｓ
６
３
）

床
上
事
業
完
了

（
Ｈ
２
６
）
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岡崎市内の鹿乗川流域は約１８㎞２であり、市域の約５％である。一方、安城市内の鹿

乗川流域は約２４㎞２であり、市域の約２８％を占めている。

平成１２年の東海（恵南）豪雨では、鹿乗川流域で床上浸水５６戸の被害が発生し、平

成２０年８月末豪雨では、床上浸水 29 戸の被害が発生した。平成２１年度から床上浸水

対策特別緊急事業により河道拡幅や橋梁改築等を実施し、床上浸水が生じた箇所にお

いて、流域の治水安全度が大幅に向上した。

出典：矢作川下流圏域河川整備計画
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10 河川改修の効果 ～経済的被害の軽減～

⦿平成１２年の東海（恵南）豪雨では、総雨量２９５㎜を記録し、鹿乗川流域では４３６.３ｈ

ａが水害の被害を受け、一般資産被害額は１０億６００万円にのぼった。

⦿平成２０年８月末豪雨では、総雨量４４７．５㎜を記録し、鹿乗川流域では１３８.１ｈａが

水害の被害を受け、一般資産被害額は１７億３００万円にのぼった。

⦿床上浸水対策特別緊急事業により、解消軽減できる一般資産被害額は４７億４,０００

万円と想定されている。また、農作物被害額や公共土木施設等被害額等を合わせた被

害軽減額の合計は１３２億７,３００万円と想定されており、高い効果が期待される。

《イチジク》

《きゅうり》
三河みどり

▼鹿乗川流域で生産される農産物

河川改修完了箇所

河川改修事業中箇所
河川改修実施予定箇所

上流部（岡崎市）

《水稲》
コシヒカリ
あいちのかおりＳＢＬ

＜小麦＞
農林６１号
きぬあかり
イワイノダイチ

下流部（安城市）

鹿乗川の中流部から下流部にかけては水田地帯が広がっている。令和３年産の岡崎

市の水稲の作付面積は約 1,350ｈａで収穫量 6,920ｔ、安城市の作付面積は約

1,760ｈａで収穫量は 9,100ｔである。両市の合計は愛知県全体の約 12％であり、県民

の食生活を支えている。

出典：令和３年産 作物統計調査

《大豆》
フクユタカ

《イチゴ》
《なす》
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岡崎市北本郷町・矢作町

家屋浸水発生

岡崎市筒針町

家屋浸水発生

安城市柿崎町

市街地道路冠水

安城市西別所町

家屋浸水発生

安城市安城町

家屋浸水発生

439,880

169,758

164,513

158,353

152,499

128,630

121,773

119,264

104,919

89,519

愛知 大阪 静岡 神奈川 兵庫 埼玉 茨城 千葉 三重 福岡

上位１０都道府県製造品出荷額等

248,980
（56.6％）

西三河地域の占める割合

同盟会構成２市の占める割合
（岡崎市・安城市）

37,618
（8.6％）

出典：令和３年経済センサス‐活動調査

全国１位である愛知県の製造品

出荷額等のうち、半分以上を西

三河地域が占めている。そのう

ち、令和３年経済センサスの岡崎

市の製造品出荷額等は約１兆８,

２９７億円、安城市は約１兆９,３２

１億円で、両市の合計は約３兆７,

６１８億円であり、愛知県全体の

約８.６％を占めている。

愛知県には輸送機械、業務用機

械、鉄鋼等全国シェア１位の業種

が多数あるが、東海豪雨発生時

には浸水による工場の操業停止

のほか、道路の冠水等による交通

途絶により多大な経済波及被害

が発生したため、河川改修による

経済波及被害の軽減効果は非

常に高い。

単位：億円

▲平成１２年及び平成２０年の浸水状況

遊水地

（Ｈ２６完成）

Ｈ20 越水箇所


